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Synops i s : To know the sma l l  amount o f  cobal t i n  pyr i te  c inde r， chemical anal ys i s  of Ni troso -R 
salt method was adopted. Thi s  process  was best one for col or imetri c determinat ion of Co ・
In  l eaching the  pyr i te  c inder wi t h  di l ute  so lut i on o f  ac id  or  alkal i ，  chemical  compounds of coba l t  
were  sul f ide， sul fate and oxide. In these  compounds 吐le cont ent of Co sul fate w a s  c o n s i 'd-e r e d  
l arge l y， f rom the extract i on pe rcentage. 
E xt rac ti ons of cobalt  were 70 % by these  di l ute acid sol ut i on and 85% b y gas chl orinat i on me thod. 
1 . 緒 冒
現在は 多量のベレ ッ トが海外か ら輸入 さ れ 、 そ れ
が価格が低〈 、 又生産上便利 な の で国内の以前に使
用 し た特殊鉄源 であ る硫酸焼鉱 も現在は大多数は使
用 さ れて居をい状況 であ る 。 著者等は古 く か ら こ の
研究に従事 し 、 脱銅や含 ま れ る稀元素(1)(2)(3)(4)(5) に
つい て報告 し たが 、 Co につい て は学会 で講演 し た時
の簡単な印刷より無 かっ た の で そ れ を一部修正補足
し て報告 す る こ と 、 し た 。
本報告 はニ ト ロソR塩(6)(7) を使い微量の コ バル ト
を分訴 し た事 、 各種の酸及ぴ ア ル カ リ を使い焼鉱 か
ら コ バル ト を浸 出 し 、 そ の含 ま れ る 形 を推定 し た事
及ぴ著者等の硫酸法でのコバルト浸出率と塩化熔焼
法、 塩素蒸発法等との比較等である。
2. 実 験 方 法
実験に使用 し た焼鉱 は次の 4 種類でそ の成分は表
一l に示 す通り こ れ ら の試料は実験に先だ っ て乳ば
ち で粉砕 し て用い たが 、 そ の分粒試験の結果 は表-
2に示す 通り であ る 。浸 出実験では各種の焼鉱 を 、 そ の
ま‘浸 出 し た場合の他 に 、酸化熔焼やガ ス塩化熔焼後
の浸 出 に つい て も行な っ た 。尚酸 を始め と しアルカ リ 、
水 、各種塩類等の浸 出液 で浸 出 を行い 、浸 出液中のCo
は後述の方法 によ っ て分析 し 、浸 出率 を求め た 。種々
の浸 出条件 と浸 出率 と の関係 につい て検討 を加え 、
又Co の標準試料の浸 出 と 比較 し 、 シ ンダ ー中 のco の
形 を研究 し た 。 又塩素えf ス を通 し加熱 しCo を塩 f働
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分 析 方 法
Co の分析法 と して は 、 次に示すよ う に分光光電光
度計 を用い た。 先 ず 、 硫酸 コ バル ト を標準試料 と し
て種々 の濃度の標準溶液 を作り 、 こ れ をニ ト ロソR
塩及ぴ酢酸ソ ーダ で発色 せ し め て赤 かっ色化合物 を
作 ら せて後 、 420 mμ及ぴ 500 mμ の波長で吸光度 を測
定 し て検量線 を作っ た 。 尚ニ ト ロソR塩法 では 、 4
2伽1μ- 450 mμ の所 で最大吸収 を持 っ てい るが 、 ニ
ト ロソR塩 自体の吸収 も 大 きい の で、 試薬 の吸収 の
少ない 500 mμ の波長で も 測定 し た。
分析試料は酸で分解 し た後H.S を 通じ て第 2族 を
除 き 、 液 は煮沸 し てH.S を除 き 、 少量の硫酸を加え
てSO. の白塩が生 ず る ま で蒸発 す る 。 後 水 を加え て
煮沸 し 、 析 出物 を溶解 しNaOH で 中和 し 、 リ ン酸、
硫酸のi昆酸 を加えニ ト ロソR塩 と酢酸ソ ーダ を加え
て煮沸 し 、 次 に硝駿 を加え て一分間程煮沸 し冷却後
一定の容 量に う すめ分光光電光度計により 400 冊μ
及ぴ 500m，μ波長 で吸光 度 を測定 し検量線より C o
% を求め た 。
3. 実 験 の 部
( 1 ) 硫酸によ る浸 出
各種の試料 を硫酸で浸 出 し た場合の浸 出率は表-
3 の知〈 、 目立I で は 10%硫 酸 、 70' C 4 時間の浸 出
で6 8%の浸 出率を示 し てい るが 、 東洋高圧 の も の は
同条件で、 45% 、 又日産 は3 5% 、 目立II は 28%であ
り 、 試料の種類によ っ て浸 出率が か なり違 うが 、 硫
酸の渡度が高〈浸 出温度の高い方が良好 な結果が 出
た 。 東洋高圧 の は室温 で24時間の浸 出 を試み たが 、
浸 出率は非常に低 く 10 %H.SO. で 1 1% 、 5 %硫酸で
10 %以下 の浸 出率 し か得 ら れな か っ た 。 又目立I の
も の は 、 わ れわれの実験し た範囲 では他 の も の に比
し て浸 出が容易 であ っ た 。
要 す る に硫酸で浸 出さ れが たい も の は酸化第一 コ
バル トが 、 多い も の であ る と 考え る事が 出来 る 。 一
方良〈浸 出き れ る も の は酸化 コ バル ト 、 硫酸 コ バル
ト 、水酸化 コ バル ト であ る事 か ら 、 こ れ等の も のが 多
い も の であ る と言 っ てき しっかえ ない 。
(2) 塩酸によ る浸 出
各種の試料 を塩酸で浸 出 し た場合の浸 出率は表-
4 の様に目立I の試料では10 %塩酸で40' C 、 4 hrの
浸 出 で43%の浸 出率を示 し てい る 。 又東洋高圧 の試
表-3 硫酸によ る コ バル ト の浸 出
試 料 浸 出 液 語差出 温度(C) 浸出時間(lu) 浸出率開
東洋高圧 5%H.SO. 40 4 39 . 00 
fI n 18 24 7 . 00 
fI 10%H.SO. 18 24 1 1 . 70 
fI fI 70 4 45 . 00 
日 産 fI 70 4 35 . 00 
慣 5%H.SO. 70 4 25 . 00 
目 立 I " 40 4 12 . 11 
fI 10%H.SO. 40 4 25 . 00 
1限 fI 70 4 68 . 55 
fI 5%H.SO. 70 4 51 . 51 
目 立 II 10%H.SO. 70 4 28 . 55 
fI 5%H.SO. 70 4 10 . 54 
料は硫酸のより は高い浸 出率を示 し 、 5 %塩酸で70
℃ 、 4 hrの浸 出で45% 、 10 %塩酸で同条件で50 - 12
%で あ る。 目立II 、 日産 の試料で は硫酸の場合 と あ
まり 大 きい相違は ないが 、 目立I 、 東洋高圧 の試料
ではや 、良好 な結果が得 ら れ る 。 目立II 、 日産 の試
料は浸 出が困難 であ っ て 、 10 %塩酸、 4 hrの浸 出で
20 %-25%程度の浸 出で あ っ た。 つ まり塩酸によ る
場合は硫酸より概 し て悪いが 、 そ れ は酸化第一 コ バ
ル ト の塩酸によ る浸 出が硫酸より悪い事 、 又四三酸
化 コ バル ト は塩酸で溶け ない事 、 又硫化 コ バル ト の
場合で も硫酸より溶解度が低い こ と 等 によ る の であ
る 。
表- 4 塩酸による コバル ト の浸 出
浸出時間 : 4 hr 
試 料 浸 出 液 浸出 温度 ('C ) 浸出率( % )
目 立 I 5%HCl 40 22 . 50 
" 10%HCl 40 43 . 65 
目 立 II fI 70 20 . 11 
日 産 H 70 25 . 00 
東洋高圧 " 70 50 . 12 
' 5%HCl 70 45 . 71 
(3 ) 硝酸によ る浸 出
各種の試料 を硝酸で浸 出 し た場合の浸 出率は表-
5 に示す も の で、 硫酸 、 塩酸を用い た場合より も 約
2倍 の浸 出率を示し て おり 、 5 %硝酸で70'(;、 4 hr 
の浸 出 で58%の浸 出率を示し てい る 。 目立I 、 日産
の試料では 、 硫酸や塩酸の場合 と 比較 し て 、 そ れ ほ
ど大 きい 変化は 、 見 ら れ ないが 、 硝酸の場合は 、 浸
出が前者に比 し て 、 割合容易 であ る 。 即ち 酸化第一
コ バル ト は硝酸に は 、 ほ と ん ど溶 け ないが 、 硫化 コ
バル ト は比較的良〈溶け る 。 又四三酸化 コバル ト に
F3 1t--
対 し て 硝酸 が、 他 の 酸 に 比べ て や 、 強 力 に 働 く 事が
考 え ら れ る 。 又 コ バ ル ト の 珪酸塩 あ る い は 複雑 な 化
合物に 対 し で も 多 少効 力 あ る も の と も 考 え ら れ る 。
表 - 5 硝酸 に よ る コ バ ル ト の 浸 出
試 料 浸 出 液 校IHi品!正(C) t費出時間(!ul 浸出率問
目 立 I 5%HNO， 70 4 50 . 00 
目 立 I I 5%HNO， 70 4 58 . 60 
日 産 5%HNO， 70 4 39 . 51 
東洋高圧 5%HNO， 70 4 67 . 81 
東洋高圧 5%HNO， 40 4 55 . 12 
東洋高圧 10%HNO， 40 4 70 . 00 
(4) ア ル カ リ に よ る 浸 出
各種 の 硫酸i宰 を NH.OH 及 びNaOH で浸 出 し た 場合
の 浸 出率 は 、 表 - 6 に 示 す 如 く 、 目立 I I 、 日 産の 試
料 を 1 0%NH .OH で18"C 、 24hr の 浸 出 を 試 み た が、 前者
は 11% 、 後者 は 25% の浸 出率 を 示 す 程度 で あ る 。 前
の 酸 の 浸 出 の 場合の 様 に 、 良 い 結 果 が得 ら れ な か っ
た 。 又目立 I と 東洋高 圧 の 試 料 で 、 NH.OH と NaO H
を 用 い て 実験 し た が 、 NaOH を 用 い て 、 40 "C 、 4 hr
浸 出 を 行 な っ た 方 がNH.OH を 用 い て 室 温 て。24hr の 浸
出 を 行 な う よ り良 い 結果 が得 ら れ た 。 又 ア ン モ ニ ア 水
で は 酸 を 用 い た 程 の 効果 は み ら れ な か っ た 。
表 - 6 ア ル カ リ に よ る コ バ ル ト の 浸 出
試 料 浸 出 液 浸出 温度(C) 浸出時間制 浸出率制
東洋両圧 8%NH.OH 18 24 24 . 70 
東洋高圧 14%NH.OH 18 24 50 . 5 1 
東洋高圧 10%N凡OH 40 4 59 . 18 
日 立 I I 10%NaOH 40 4 44 . 00 
目 立 I 5%NaOH 40 4 28 . 00 
(5 ) 水 に よ る 浸 出
各種 の 硫酸津 を 蒸留水浸 出 し た 場合の 浸 出率 は 表
- 7 の 様 に な る 。 こ れ に よ る と 、 浸 出率 は 東洋高圧
の 試料 は 別 と し て 、 数% の 浸 出率 を 示 し て い る に す
ぎ な い 。 た ゾ東洋高 圧 の も の で は 16% の 浸 出率 を 示
し 他 の 試料 の 3 - 4 倍 で あ る 。 こ れ ら の 結 果 、 水溶
性 のC o含有量 が数倍含 ま れ る こ と が分 る 。
図 一 7 水 に よ る コ バ ル ト の 浸 出
浸出 温度: 70 .C 浸出時間 : 4 hr 
�J\ 料 浸 出 率( %)
日 立 6 . 15 
日 立 I I  6 . 8 1  
日 産 4 . 24 
東 洋 高 圧 16 .30 
(6) そ の他 の溶液 に よ る 浸 出
そ の他 の 溶液 を 用 い て 浸 出 し た 場合の 浸 出率 を 示
す と 、 表 8 の 様 に な る 。 東洋高圧 の 試料 で は 、 5
%NaC 1 + 5 %H C 1 が有効 で、 、 70 "C 、 4 hr の 浸 出 で
85% の 浸 出率 を 示 し て い る 。 そ の 他 、 5 %HC l + 3 
% H N 0 3 、 及 び 5 % H C  1 + 5 % H2S O . も 有効で 、
18 "C 、 24hr の 浸 出 で そ れ ぞ れ 82 % 及 び 75 % 程 度
の 浸 出 率 が 得 ら れ た 。 又 炭 酸 ア ン モ ン 、 塩 化
ア ン モ ン 、 ア ン モ ニ ア 水 十 塩化 ア ン モ ン 等 を 用
い て 見 た が 、 1 8"C 、 24 hr の 浸 出 で そ れ ぞ れ 30 %
前 後 し か 浸 出 出 来 な か っ た 。 日 産の 試料 で は 5 %
HC 1 + 5 %NaC 1 で"70 "C 24hr の 浸 出 も あ ま り効果的
で な く 、 約30%程度 で あ り、 又10% ア ン モ ニ ア 水 +
10 % 炭酸 ア ン モ ン で 室 温 、 24hr の 浸 出 で 27% で あ
っ た 。 目立 I の 試料 で は 5 %HC l + 5 %NaC l が効
果 的 て "- 70 "C 4 hr で76%。 又 3 %H2S O . +  3 % H N  
0 3、 5 %HC l 十 5 %HN 0 3、 5 %H C  1 + 3 %H202等
は 18 "C24hr て 。各 々 約50%程度 の 浸 出率 で あ っ た 。 そ
の他 、 10%塩化 ア ン モ ン 、 10%NaC 1 、 8 %NH .OH 
10%炭酸 ア ン モ ン 等何 れ も 室 温 で'24hr浸 出 し て 見 た
が、 炭酸 ア ン モ ン が44%程度浸 出 出 来 た 。 他 は何 れ
も 効果 的 で な く 、 40% 以下 の 浸 出率 で あ っ た 。 目立
I I は 5 %NaC 1 + 5 %HC 1 、 10%NH.OH + 10 %炭
表 8
試 料 浸 出 液 制服('C) 浸出時間ら 浸出率ω
東洋高圧 3%H，SO. +3%HNO， 18 24 47 ， 21 
If 5%HC 1 +3%HNO， 18 .24 81 . 60 
If 5%HCl +5%H，SO. 18 24 74 ，90 
If 5%NaC 1 +5%HC I 70 4 85 ，89 
11 10% (NH山CO， 18 24 20 . 00 
If 10%NH.C 1 18 24 32 . 32 
If 8%NH.OH +5%NH.C 1 18 24 29 ， 58 
目立 I 5%NaC 1 +5%HC 1 70 4 76 . 25 
割 5%NaC 1 +5%H，SO. 70 4 50 ，00 
If 10% (NH.) ，CO， 18 24 44 ，00 
11 10%NH.C 1 18 2 4  37 ，50 
If 10%NaC 1 18 24 20 . 25 
11 8%NH.OH +5%NH.c I 18 24 16 ，8 9 
If 3%H，SO. +3%HNO， 18 24 55 . 11 
H 5%HC 1 +5%HNO， 18 24 47 ，50 
H 5%HCl +3%Hρ2 18 24 45 . 00 
目立 I I 5%NaC 1 +5%HC I 70 4 24 . 44 
" 10%NH.OH + 10% (NH.)，CO， 18 24 20 . 00 
日 産 5%HC I +5%NaC I 70 4 31 . 25 
11 10%NH.OH + 10% (NH山CO， LJil 24 27 ， 12 
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酸ア ン モ ン も入れ た が効果 は な く 、 20%程度 の 浸 出
率 し か示 し て い な か っ た 。
(7) 浸 出 に 伴 う Fe の 損失
硫酸焼鉱 を 酸 で浸 出 す る 場合鉄分の 損失 を 調 べ て
見 る と 表 - 9 に 示 す 通 り で 、 こ れ に よ る と 室温 で浸
出 す る 場合 は 酸 の 濃 度 がかな り 高 く て も 、 鉄 の 損失
率 は 1 %以下 で あ る が、 40 .C程度の温度 を か け る と
損失率 は 少 し 大 き く な り 、 10%H.S O . で 1. 2%、 10
%HC l で 1. 9% で 、 H C l の 方 がや、損失率 が大 き く
な り 、 又70 .C の場合 で は 10%H.S O . で 、 約 2. 1%、
10%HC 1 で約 2. 5%で あ り 、 や は り H C l の 方 が損
失率 が大 き い。
表 - 9 Co の浸 出 に 伴 う Fe の 損失率
試料 : 東洋高圧硫酸焼鉱
漫 出 液 浸出時間(hr ) 浸出 温度("C ) Fe損失率(% )
3%H，.sO， 4 40 0 . 513 
5%H.SO， 4 40 0 . 723 
10%H.SO‘ 4 40 1 . 288 
10%HCl 4 40 1 . 988 
3%H.SO， 24 15 0 . 500 
7%H.SO， 24 15  0 . 546 
10%H.SO.- 24 15 0 . 782 
5%HCl 24 15 0 . 415 
10%HCl 24 15 0 . 725 
10%H.SO‘ 4 70 2 . 157 
10%HCl 4 70 2 . 578 
(8) 試料 を 550.C -600 .C で 1 hr酸化熔焼 し た あ と
C o を 浸 出 し た 場合
試料 を 550 -600 .C で 1 hr酸化熔焼後浸 出 し た 場合
の 浸 出率 は 表 一10 に 示 す。 表 - 10 は何 れも硫酸 で70
℃、 4 hr 浸 出 し た 場合 で 、 熔焼 し な い で浸 出 し た 場
合 よ り 浸 出率 が増加 し て い る 。 特 に 目立 II の 試 料 で
は 約 2 倍 の60% を 示 し て お り 、 又 日 産の 試料 でも47
% を 示 し て い る 。 次 に 目立 Hの試料 を 5 %硝酸 で浸
出 す る と、 90%0 5 %NaC 1 + 5 %H C  1 で7 0%0 8 
%H.sO . で 60%の 浸 出率 が得 ら れ特 に 硝酸 が非常 に
有効 で あ る 。 日 産の試料 でも浸 出 が容易 と な り 、 5
%HC l で約80%、 5 %NaC 1 + 5 %HC 1 で77%の 浸
出 が得 ら れ 、 日 立 I 、 東洋高圧 の もの で は 、 目立 II
やB産ほ ど 大 き い 変化 は 見 ら れ な い が、 前 の 1 1表 よ
り わ か る 通 り 、 目立 I で は 10%硫 酸 で約85%、 又東
洋高圧 の もの で は 、 5 %H C  1 + 3 %H NO aが 良好で
82. 5%の 浸 出率 を 示 す 。 す な わ ち 、 全体的 に 見 て 、
こ の 程度 の 酸化熔焼 はCo の浸出 を 容易 に す る 様 で あ
る 。 特にわ れ わ れ の 用 い た 目立 I 、 日 産の 試料 に 有
効 で あ る 。
表 -1 0 試料 を 550 -600.C で 1 hr酸化熔焼 し た 後
浸 出 を 行 な っ た 場合
試 料 浸 出 液 浸出温度(り 浸出時間(hr) 浸出率ω
目立 I 7%H，.sO， 70 4 70 . 1 1 
1/ 10%H，.sO， 70 4 85 . 00 
東洋高圧 7%H.SO， 70 4 70 . 00 
" 10%H.SO， 70 4 69 . 85 
日 産 8%H，.sO， 70 4 47 . 65 
目立 H 8%H.SO， 70 4 60 . 00 
東洋高圧 7%HCl 70 4 72 . 11 
.，慢 5矧1Cl +3%HNO， 70 4 82 . 51 
目立 I " 70 4 83 . 00 
1/ 7%HCl 70 4 65 . 00 
日 産 5%HNO， 70 4 79 . 51 
" 5%NaCl +5�知Cl 70 4 77 . 00 
目立 II " 70 4 70 . 00 
" 5%HNO， 70 4 91 . 1 1 
(9)  550-660 .C で 1 hr酸化熔焼後水 で浸 出 し た場
i入口
試料 を 550 -600 .C で 1 hr酸化熔焼 し た 後水 で浸 出
し た 場合、 そ の 浸 出率 は 表 一1 1 に 示 す 通 り で あ る 。
酸化熔焼 を 行 な は な か っ た 場合 に 比 べ る と 浸 出率 は
非常 に 増 大 し 約10倍 に な っ て い る もの が あ る 。 特 に
目立 II は47%、 日 産の試料 で は27% と い う 値 を 示 し
て い る 。 即 ち 目立 I 、 目立 II 、 日 産等 の 試料 で は 酸
化熔焼 を 行 な う と 浸 出率 が増大す る 。 東洋高圧 のも
の で は 大 き い 変化 は 見 ら れ な か っ た 。
表 -1 1
(試料 を 550 -600.C で 1 hr酸化熔焼 し た 後 に 浸 出 )
試 料 浸出液 浸出 温度。:) 浸出時間制 浸出率%)
日立 I H.O 100 40.00 
東洋高圧 18.00 
日 産 27.50 
目 立I I 47.78 
(1m Co の 形 に つ い て
焼鉱 中 の Co は 原鉱がも し 同じでも熔焼温度 、 熔焼
法 、 鉱石 の粒度等 に よ り 差 が あ る が、 そ の 形 を 断定
す る に は さ ら に な お 詳細 な 研究 を 必要 と す る が 、 こ
の 実験 で得 ら れ た 結果 か ら 考察 し て 見 る と 次 の 様 に
考 え る こ と が出 来 る 。 コ バ ル ト の 硫酸塩や硫化物(8)
は 主 と し て 駿溶性 で あ る 事か ら 、 こ れ 等 の 内 酸化物
(9)、 水酸化 物 は 少 な い と 考 え ら れ る 。 又試料 を 酸化
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熔焼 し た 場合 に は 、 特 に 日 立 II 、 日 産等 の 様 な S の
高 い 試料 で は S 0 2 ガ ス がか な り 発 生す る し 、 又 こ れ
が化学作用 を 及 ぼす こ と は 想像 さ れ る 。 又 こ の 場合
に は 水溶性C o塩が増加 し 、 水 に よ る 浸 出 が容易 と な
り 、 従 っ て 駿等 に よ る 浸 出も容易 と な る が、 こ れ は
硫化物、 硫酸塩の 生成 に よ る と い っ て 差 し っ か え な
い 。 次 に 試料 のC o の 浸 出 実験 を 行 なっ た が 、 そ の 結
果 を 示す と 表 一 12の如 く な る 。
表 -12 標準試料 の 浸 出
試料 : 1 gr採取
液料 : 20c.c 
硫酸コバル ト l}完全溶解塩化コバルト l
試 料 浸 出 液 浸出 温度(C) 浸出時聞か4 浸出率(yo)
、睦試薬化用コバルト Hρ 100 4 0.02 
fI 5%HCl 70 4 1.05 
" 1 0%HCl 70 4 3 . 1 0 
fI 5%H，SO， 70 4 7.00 
fI 1 0%H，SO， 70 4 8 . 8 0 
fI 5%HNO， 70 4 0. 71 
fI 1 0%NH，OH 18 24 0. 04 
萄凪也業f乞用コ"，レト H，O 100 4 11.00 
fI 1 0%HCl 70 4 32 . 00 
fI 1 0%H，SO. 70 4 35 . 5 0 
fI 5%HNO， 70 4 38 . 41 
(11) 試料 を 各温度 で塩化熔焼後浸 出 し た 場合
目立 I お よ び東洋高圧 の 試料 を 用 い て 塩素 ガ ス を
用 い 各温度 で塩化熔焼 を お こ な っ た 後 、 5 %H C 1 
で70'C 2 hrの 浸 出 を お こ な っ た場合の熔焼温度 と 浸
出率 と の 関係 を 示 す と 表 一13 の よ う に な る 。 各試料
と も400'C 以 上 の 所 で 良好 な 結果が得 ら れ て い る 。
即 ち 目立 I の 試料 で は 500'C で75%、 600'C で89%、
又東洋高圧 の 試料 で は 500'C で は 82%、 600'C で は 93
%の 浸 出率 を 示 し て い る 。
表 -1 3 ガ ス 塩化熔焼後浸 出 し た 場合
通過塩素C 1 .gas…・1000cc/hr
塩化熔焼時間 3 0叩冗
試 料 塩化熔焼 浸出液 浸出温度。:) 浸出時間制 浸出率温度CC )
東洋高圧 200 5%HCl 70 2 50.00 
" 3 00 fI 70 2 52 . 76 
fI 400 fI 70 2 63 . 5 3  
t陣 500 fI 70 2 82.00 
fI 600 fI 70 2 93 . 51 
目立 I 200 fI 70 2 48 . 5 0  
fI 3 00 fI 70 2 53 . 00 
fI 400 fI 70 2 55 . 54 
fI 500 H 70 2 75 . 81 
fI 600 " 70 2 8 9. 54 
(12) 5 %C 1瓦斯 を 用 い て 塩化 熔焼後浸 出 し た 場
A 口
塩素 ガ ス の代 り に 空気 と 塩素 ガ ス を 混合 し た 3 %
C l .gas を 用 い て 塩化熔焼 後浸 出 し て 見 た 。 な お 試料
は 目立 I の も の で あ り 、 こ の 結果示す と 、 表 一 14
に 示 す 通 り で あ る 。 即 ち 塩素 ガ ス の み を 用 い て 、 塩
化熔焼 し た 場合 と 大 き い 違 い は 見 ら れ な か っ た。 た
だ 1 %塩酸 で室温、 48hr の浸 出 を 行 っ た場合 600'C
で熔焼 し た もの は 約74%、 700'C で 熔焼 し た も の は
約88%の Co浸 出率て 、あ っ た 。
表 -14 ガ ス 塩化熔焼後浸 出 し た 場合
通過塩素 5 %ガス・ ・・1∞Occ/hr
塩化熔焼時間 3 0min 
試 料 塩化熔焼 浸出液 浸出温度化) 浸出時間判 浸出率(yo)温度CC )
目立 I 500 5%HCl 70 2 87 . 53 
fI 6 00 fI 70 2 92 . 31 
fI 700 fI 70 2 95 . 54 
fI 6 00 l%HCl 20 48 73 . 7 0  
1陣 700 fI 20 48 88.00 
(13) ガ ス 塩化熔焼 後 の 試料中 の Co含有量 に つ い て
東洋高圧、 目立 I 、 目立 II 、 の 試料 を 塩化熔焼 し
た 後 、 試 料 中 の C o% の 変化 を 調 べ 、 蒸発率 を 調 べ
て 見 ま す と 表 一1 5 の 様 に な る 。 即 ち 東洋高圧 の試料
で は 、 600'C ま で は Co の 蒸発率 が小 さ い が、700'C 、 800
℃ で は か な り 増加 し 、 23%、41% と な っ て い る 。 目立
I の試料 は 蒸発 し に く く 、 700'C で約 5 %、 800'C で
約32%の蒸発率 を 示 し て い る に す ぎ ぬ。 又目立 II の
もの は 最も蒸発しや す く 、400'C で す で に 約38%、 500
℃ で約42%が塩化物 と な っ て 蒸発 し て い る 事が認め
ら れ る 。 即 ち 硫酸焼鉱 の種類 に よ っ て か な り 異 っ て
い る 。
表 15 ガ ス 塩化熔焼後 の試料中の C o 含有量
試 料 塩化熔焼温度CC ) 塩化熔焼後 蒸発率 (%)試料中のCo%
東洋両圧 4 00 0. 016 5 . 88 
fI 500 0.015 1 1 . 76 
fI 600 0.015 1 1 . 76 
fI 700 0.013 23 .53 
澗 800 0.010 41 . 1 9 
目 立 I 700 0.018 5.28 
fI 800 0. 013 31 . 5 9  
目 立 II 500 0 . 026 42 . 22 
1問 400 0.028 37 . 99 
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4 . 結 論
本報告 は 特殊 な 方法 で微量 の C o を 分析す る こ と か
ら 、 焼鉱中 の Co の 形 を 推定 し た り、 塩化法 、 そ の 蒸
発法等 と の 比較 を 行 っ た も の で次 の結論 を 得 た 。
1 .  Coの 分析 は ニ ト ロ ソR塩 を 用 い 、 分光光電光
度計 に よ っ た 。
2 .  浸 出 液 は 硫酸 、 塩酸 、 硝酸 と 之等 の 混合液 及
ぴ、 こ れ に 他 の 薬品 を 添加 し た も の 、 ア ル カ
リ 等 で あ る 。
3 .  焼鉱中 の コ バ ル ト の 形 に つ い て は微量 な の で
近代 の機械 に か け ら れ な い が、 硫化物 、 硫酸
塩、 酸化物 の 形 で存在 す る こ と がわか っ た が
中 で も 硫酸塩が最 も 高 い 。
4 .  こ の 稀酸 に よ る 浸 出 て "IiC oの浸出率 は 最高85
% に 達 し た が 、 概 し て 70%位 と 考 え れ ば良 い
5 .  ガス塩化熔焼 て。 は最高95% の C o浸出率だ が 、
概 し て 85% と 考 え る 可 き で 、 前者 よ りCo を 抽
出 す る 面 で は 少 し 秀れ て い る 。
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